
P04 ⽇本病院薬剤師会単位セッション⼀覧

2024年3⽉29⽇(⾦) (⼝頭講演)
8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

[302会場] 会議センター
3F（302）

[311会場]  会議センター
3F（311+312）

[313会場] 会議センター
3F（313+314）

[501会場] 会議センター
5F（501）

2024年3⽉30⽇(⼟) (⼝頭講演)
8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

[302会場] 会議センター
3F（302）

[311会場]  会議センター
3F（311+312）

[313会場] 会議センター
3F（313+314）

[315会場] 会議センター
3F（315）

[501会場] 会議センター
5F（501）

2024年3⽉31⽇(⽇) (⼝頭講演)
8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

[301会場] 会議センター
3F（301）

[302会場] 会議センター
3F（302）

[303会場]  会議センター
3F（303）

[304会場]  会議センター
3F（304）

[311会場]  会議センター
3F（311+312）

9:45-11:45

[S05] ★⼥性研究者が拓く肝臓を中⼼とした疾
患研究と創薬への展開

9:45-11:45

[S09] ★中分⼦医薬および超分⼦DDSの開発
・評価とレギュレーションについて考える

13:15-15:15

[S18] ★シン・ワクチン学への挑戦
15:30-17:30

[S26] ★上⽪バリアの分⼦基盤を標的とした創
薬研究の最前線

15:30-17:30

[JS04] ★肌の洗浄と保湿を考える
（⽇本薬学会，⽇本⾹粧品学会 共催）

15:30-17:30

[S23] ★脳が仲介する難治性疾患の末梢-中枢
円環的病態悪化機構

13:15-15:15

[S14] ★がんと闘うアカデミア創薬の新挑戦

9:45-11:45

[S31] ★有機フッ素化合物PFAS最前線：基礎
研究から健康影響、国内外の規制動向まで

9:45-11:45

[S32] ★ゲノム編集技術が切り拓く未来医療
〜技術開発から治療応⽤まで〜

13:15-15:15

[S39] ★創薬研究への応⽤を⽬指した in vitro 
腸・肝臓器モデルの開発―⽣体模倣システム

13:15-15:15

[S40] ★地域医療薬学の基礎と実践：望ましい
地域医療薬学の推進

15:30-17:30

[S45] ★毒性終末糖化産物 (Toxic AGEs, 
TAGE) と健康

15:30-17:30

[S52] ★がん治療における薬剤師の貢献とその
評価〜医療、臨床研究、教育という視点で〜

9:45-11:45

[JS05] ★専⾨性を活かした褥瘡医療における
薬剤師のあるべき姿（⽇本薬学会，⽪膚褥瘡

9:45-11:45

[JS06] ★医薬品の安全性を⾼める連携の⼒
（⽇本薬学会，⽇本医薬品安全性学会 共催

13:15-15:15

[JS08] ★「第8回 臨床化学の進歩が変える薬
物治療」〜⾼深度解析によって疾患克服の⽷

13:15-15:15

[S60] ★がん薬物療法・緩和医療において、薬
剤師が効果的に持続可能な貢献をするための

9:45-11:45

[JS10] ★ニューモダリティ創薬を⽀援するナ
ノDDS技術の最前線 〜難治性疾患治療への挑

13:15-15:15

[JS11] ★個別化医療に寄与する薬剤学―基礎
および臨床/開発の観点から（⽇本薬学会，⽇

9:45-11:45

[S56] ★薬剤師にとってプライマリ・ケアとは
〜住み慣れた場所でその⼈らしい⼈⽣を⽀え

9:45-11:45

[JS09] ★薬学の⼒で新たながん医療を切り拓
く

15:30-17:30

[S66] ★AIで切り拓く未来の創薬・医療

15:30-17:30

[S64] ★臨床的ニーズから⽣まれる製剤研究
〜「臨床」と「製剤」の調和・融合による医

15:30-17:30

[S67] ★第２回 薬学研究の活性化を通じた薬
剤師の社会的プレゼンス向上

13:15-15:15

[S61] ★第8回 病院薬剤師が実践するリバース
トランスレーショナルリサーチの最前線

15:30-17:30

[S68] ★実務家教員がつなぐ、⼤学と医療現場
の薬学教育と研究


